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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

金
賞
▼
石
塚
美
咲
（
勝
山
中
部
3
）

松
田
き
ら
り
（
勝
山
南
部
1
）

藤
井
瑞
樹
（
野
向
6
）
田
中
煌

己
（
野
向
5
）
坂
下
優
里
子
（
村

岡
3
）
松
村
颯
大
（
成
器
西
1
）

銀 

賞
▼
古
瀬
紗
佳
（
勝
山
南
部
3
）

宇
佐
美
衣
恋
（
勝
山
北
部
2
）

酒
井
春
音
（
勝
山
南
部
1
）
木

下
源
友（
北
郷
6
）津
田
朱
里（
北

郷
5
）
辻
武
隼
（
鹿
谷
4
）
田

中
来
祈
（
野
向
2
）
長
谷
川
静

奈
（
成
器
南
2
）
林
柊
真
（
成

器
西
1
）
梅
田
果
南
（
成
器
南

1
）
林
結
彩
（
成
器
南
1
）

銅 

賞
▼
下
牧
雛
（
勝
山
北
部
3
）

斎
藤
優
那
（
勝
山
南
部
2
）
幸

河
歩
夢
（
成
器
南
5
）
堀
愛
心

（
北
郷
2
）
山
澤
奏
志
（
野
向

2
）
山
岸
凛
香
（
野
向
2
）
古

澤
史（
野
向
2
）福
田
華
愛（
荒

土
1
）
多
田
結
奏
（
荒
土
1
）

柳
橋
奎
太
（
成
器
南
1
）
齋
藤

大
綺
（
成
器
西
1
）
矢
戸
和
真

（
成
器
西
1
）
久
保
晴
弥
（
成

器
西
1
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

※ 

11
月
15
日
㈭
〜
19
日
㈪
に
勝
山

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
金
賞
・
銀
賞

作
品
を
展
示

恐 

竜
博
物
館
賞
▼
谷
上
竣
亮
（
福

岡
市
立
高
取
2
）

金 

賞
▼
平
林
庵
央
（
成
器
西
6
）

下
牧
柚
月
（
荒
土
5
）
島
田
姫

花
（
北
郷
4
）
小
林
彩
乃
（
荒

土
3
）
嶋
田
悠
生
（
成
器
南

2
）
高
畑
琳
太
郎
（
成
器
南

1
）
平
泉
圭
二
朗
（
上
野
こ
・

年
長
）内
田
海（
中
央
保・年
中
）

銀 

賞
▼
印
牧
花
（
成
器
南
6
）
髙

田
華
果
（
成
器
南
6
）
谷
知
花

（
成
器
西
5
）
吉
田
愛
唯
（
成
器

南
5
）
谷
口
煌
季
（
北
郷
4
）

大
滝
日
向
子
（
成
器
西
4
）
西

脇
凜
生
（
荒
土
3
）
藤
田
結
衣

（
成
器
南
3
）
笹
島
悠
生
（
成
器

南
2
）
三
屋
忠
義
（
成
器
南
2
）

梅
田
果
南
（
成
器
南
1
）
中
村

美
緒
（
松
文
保
・
年
長
）
大
久

保
日
和
（
成
器
南
幼
・
年
中
）

銅 

賞
▼
織
田
涼
花
（
成
器
西
6
）

野
辺
円
華
（
成
器
西
6
）
斎
藤

優
斗（
三
室
6
）小
西
美
来（
成

器
南
6
）
安
居
美
咲
（
鹿
谷

5
）
松
井
涼
成
（
村
岡
5
）
畑

中
雫（
野
向
5
）飯
田
七
葉（
鹿

谷
4
）
酒
井
美
和
（
三
室
4
）

安
居
芽
夏
（
村
岡
4
）
加
藤
ゆ

う
な
（
成
器
西
3
）
上
山
雄
生

（
平
泉
寺
3
）
酒
井
眞
心
（
成

器
南
3
）
佐
野
樹
（
鹿
谷
2
）

髙
井
陽
愛
（
成
器
南
2
）
木
下

翔
愛
（
成
器
南
2
）
大
森
小
葉

（
成
器
南
1
）
石
橋
亮
（
成
器

南
1
）
前
田
羽
耶
（
成
器
南

1
）
飯
岡
怜
愛
（
上
野
こ
・
年

長
）
笠
松
紗
依
（
上
野
こ
・
年

長
）
大
森
仁
暉
（
松
文
保
・
年

長
）
み
つ
や
し
ん
の
す
け
（
南

保
・
年
長
）
池
内
薫
子
（
平
泉

寺
保
・
年
中
）
木
村
悠
里
（
成

器
南
幼
・
年
中
）
太
田
花
（
成

器
南
幼
・
年
中
）

※ 

金
・
銀
・
銅
賞
は
、
市
内
入
賞

者
の
み
掲
載

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

勝山市長賞（特別賞）▶
松村侑星（横浜市立嶮山4）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

お
め
で
と
うご

ざ
い
ま
す

■
東
京
奥
越
経
済
同
友
会
よ
り寄

付

　

児
童
図
書
の
購
入
費
と
し
て
10

万
円
。「
世
界
に
羽
ば
た
く
勝
山

市
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る

会
」と「
山

口
茜
後
援

会
」
に
そ

れ
ぞ
れ
15

万
円
を
寄

付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

勝
山
市
の
人
権
擁
護
委
員
を
務

め
て
い
る
天
野
恭
子
さ
ん
（
66
）

が
、
長
年
の
活
動
に
よ
り
法
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
市
長
に
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
平平
成成
303300
年
秋
の
叙
勲

年年
秋秋
のの
叙叙
勲勲

受
賞
者
の
ご
紹
介

受受受
賞賞
者者
のの
ごご
紹紹
介介介

瑞
宝
単
光
章

斎
藤　

三
郎
さ
ん

　

勝
山
市
消
防
団
員
と
し
て
、
36

年
余
に
わ
た
り
活
躍
。
火
災
現
場

で
果
敢
な
防
御
活
動
を
行
い
延
焼

を
食
い
止
め
た
ほ
か
、
広
報
活
動

な
ど
で
防
火
思
想
の
普
及
に
努
め

た
。瑞

宝
単
光
章

福
田　

耕
太
郎
さ
ん

　

勝
山
市
消
防
団
員
と
し
て
、
34

年
間
に
わ
た
り
活
躍
。
山
間
部
で

発
生
し
た
建
物
火
災
で
は
、
自
ら

も
外
壁
な
ど
の
除
去
に
あ
た
り
被

害
拡
大
を
阻
止
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

横
井　

秀
則
さ
ん

　

工
業
統
計
調
査
員
と
し
て
39
回

同
調
査
を
実
施
。そ
の
ほ
か
に
も
、

国
勢
調
査
な
ど
で
計
71
回
の
調
査

に
携
わ
り
、
担
当
調
査
区
で
は
高

い
信
頼
と
深
い
理
解
を
得
た
。
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勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
【
上
半
期
】

期
間
／
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
２
１
万

立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
年
度
比
０
・

46
％
増
）、
給
水
収
益
は
１
億
６

９
２
３
万
円
（
前
年
度
比
０
・

62
％
増
）
と
前
年
度
を
上
回
り
ま

し
た
。

　

昨
年
度
上
半
期
と
比
較
す
る

と
、
薬
師
神
谷
地
区
簡
易
水
道
と

暮
見
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
を
統

合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
用
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し

て
安
全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
勝
山
市
上
水
道
第
８
次

拡
張
事
業
変
更
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
の
契
約
状
況
は
５
２

５
７
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
拡
張
事
業

○ 

勝
山
市
基
本
計
画
変
更
業
務
委

託
○ 

市
道
2
‐
25
号
線
配
水
補
助
管

布
設
工
事（
荒
土
町
伊
波
地
係
）

◆
改
良
事
業

○ 

大
蓮
寺
川
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴

う
元
禄
線
配
水
管
布
設
替
工
事

（
繰
越
）

○ 

地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の

１
〜
６
（
沢
町
１
丁
目
ほ
か
地

係
）

○ 

市
道
8
‐
73
号
線
配
水
補
助
管

布
設
替
工
事
（
下
高
島
地
係
）

○ 

一
般
県
道
谷
・
北
六
呂
師
線　

配
水
管
布
設
替
工
事
（
北
谷
町

谷
地
係
）

○ 

片
瀬
配
水
池
法
面
復
旧
工
事

（
片
瀬
地
係
）

○ 

細
野
口
配
水
池
水
位
計
・
流
量

計
受
信
機
器
更
新
工
事
（
荒
土

町
細
野
口
地
係
）

○ 

片
瀬
配
水
池
遠
方
監
視
設
備
更

新
工
事
（
片
瀬
ほ
か
地
係
）

○ 

新
道
配
水
池
N
o
・
２
次
亜
注

入
ポ
ン
プ
更
新
工
事
（
荒
土
町

新
道
地
係
）

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

　

10
月
19
日
、
勝
山
市
役
所
で
勝
山
高
校
１
年
生
が
勝

山
市
に
つ
い
て
探
究
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　

勝
山
高
校
で
は
、ふ
る
さ
と
教
育
を
進
め
る
た
め
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」を
使
っ
て「
勝
山
人
」学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
が
３
年
間
を
か
け
て

勝
山
の
魅
力
を
探
る
学
習
で
、
１
年
生
次
に
地
元
調
査
、

２
年
生
次
に
他
地
域
と
比
較
、
３
年
生
次
に
今
後
の
勝

山
市
が
と
る
べ
き
方
針
に
つ
い
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
全
体
会
で
１
年
生
１
１
８
人
に
対
し

て
山
岸
市
長
が
基
調
講
演
を
行
い
、
自
身
の
思
い
や
市

が
取
り
組
む
施
策
を
生
徒
た
ち
に
語
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
て
き
た
質
問
の
テ
ー
マ
ご

と
に
６
つ
の
個
別
会
に
分
か
れ
、
市
職
員
約
40
人
が
質

問
に
答
え
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
終
え
た
生
徒
た
ち
か
ら
は「
市

の
考
え
を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

聞
け
、
今
後
の
学
習
に
つ
な
が
る
良
い
経
験
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

今
後
も
勝
山
市
は
勝
高
生
の
学
習
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、

学
校
と
協
力
し
て
生
徒
た
ち
の
思
い
が
市
政
に
届
く
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

育
て
！
勝
山
人


